
平成 20年度病理学 ・病理学実習試験 [分 子病理 (第一病理)]    平成 21年 2月 9H

l 病理学問題 以 ドの問いに、1～5の記号で答えよ。 (各2点 計 100点)

1 次のうち、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)病 理組織診断は医療行為であるため、医師以外の者は行なつてはならない。

b)病 理解剖は死体解割保存法に基づいて行なわれる。

c)Rudolf Virchowは 、臓器病理学の概念を確立した。

d)病 理解剖を行なうには、遺族の同意が必要である。

1)a, b, c  2)b, c, d  3)b, c  4)a, b, d  5)す べて正しい

2 遺伝子変異について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)ハ プロ不全を呈する遺伝子の多くは、 (1)遺伝子量感受性を示す転写因子をコー ドするもの、

(0細胞の需要を満たすために大量の遺伝子産物が必要なもののいずれかである。

b)ミ スセンス変異とは、違伝子産物中のアミノ酸コドンの一つが終止ユドンに置き換わるものをいう。

c)フ レームシフト変異は、機能獲得性変異となることが多い.

d)減 数分裂において相同染色体が対合する際に、高度に類似した DNA配夕1を介して、染色体がずれて

対合し、分離する際に組換えを起こす現象を不等交差と呼ぶ。

1)a, d  2)b, c  3)a, c, d  4)b, c, d  5)す べて正しい

3 遺伝病に関連した次の記述について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)ミ トコンドリアの機能障害は核遺伝子の変異によつても引き起こされる。

b)ミ トコンドリア遺伝子の変異による疾患では、ATP依存性の高い組織である脳や筋が侵されること

が多い。

c)優 性阻害効果は通常、複合体を形成するサブユニット・タンパク質に変異が生じた場合に認められる。

d)本 来、優性形質として発現されるべき変異遺伝子を有していても発症しないことがある。

1)a, b, C  2)c, d  3)b, o  4)b, C, d  5)す べて正しい

4 遺伝病に関連した次の記述について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)多 因子疾患が患者家系に集積するのは、患者血縁者では疾患の発症に促進的に働く遺伝要因、

環寛要因を共有する確率が高いからである。

b)ミ トコンドリアの機能異常が関与する疾患としては Prader W‖li症 候群、Angelman症候群、

BecklVith Wiedemann症候群などが知られている。

c)三 塩基リピー ト病のほとんどは神経系の疾患である。

d)三 塩基リピー ト病は表現促進を示す代表的な疾患である。

1)a, b, c  2)a, c, d  3)a, b,d  4)b, c  5)す べて正しい

5ヒ トゲノムについて、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)ヒ ト細胞の核内の遺伝情報は、24種類の染色体、すなわち 22種類の常染色体と2種類の性染色体に

分割されて保存されている。

b)ヒ トの核ゲノムには約 10万個の遺伝子が存在する.

c)ヒ トゲノムには数百塩基対から 1,000塩基対に 1個 の割合で SNPが存在するといわれている。

d)ヒ トゲノムには 2～4塩基からなる配列が単位となつて、それが何回か縦列に反復している配列が

認められるが、繰り返し回数は人により異なつていることが多い。このような多型をマイク
ロ

サテライ ト多型という。

1)a, b  2)a, b, d  3)c, d  4)a,c,d  5)す べて正しい



6 染色体異常について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)染 色体異常は生産児の 06～ 07%に 認められる。

b)奇 形症候群では、しばしば染色体の微細欠失 ・重複が認められる。

c)脆 弱 X症候群は、染色体異常により生ずる精神薄弱としては、Down症候群に次ぐ頻度で認められる。
d)Down症 候群患者の脳では 35歳までに老人斑と神経原線維変化が必発すると言われており、
患者はAlzheiner病に罹 りやすい。

1)a, b  2)a, d  3)b,c  4)a, b, d  5)す べて正しい

7 アミロイ ドーシスについて、誤つた記述の組み合わせはどれか。
a)ア ミロイ ドは重合したαヘリックス構造をとつている。

b)悪 lt腫瘍に合併することがある。

c)ア ミロイ ドーシスの発症にはタンパク質の折りたたみ障害が関係している。

d)Alzheimer病 ではMア ミロイ ドが沈着する。

1)a,b,d  2)a,b  3)b,c  4)a,d  5)b,d

8 Л旨質代謝障害について、正しい記述の組み合わせはどれか
a)レ プチンは脂肪細胞から分泌されるステロイ ドホルモンであり、抗肥満作用をもつ。

b)脂 質蓄積症の多くはエンドソーム酵素の異常による。

c)Gaucher病 は sphingolipidosisの一つであり、グルコセレブロシダーゼ遺伝子の異常によって

惹き起こされるて、

d)H型 の家族性高コレステロール血症では、LDLレセプターが遺伝的に欠損あるいは減少している。
1)a, b    2)b, c    3)c, d    4)a, c   5)a, d

9 糖質代謝障害について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)H型 糖尿病では、免疫反応による膵島の破壊が認められる。

b)H型 糖尿病の発症には HLA D領域でコー ドされる遺伝子が関与している。

c)H型 糖尿病の膵島にはしばしばアミロイ ドの沈着が認められる。

d)I型 糖尿病は小児期に発症することが多い。

1) a, b     2) a, c    3)b, c     4) b, d    5) c, d

…10 代謝障害について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)Wilson病 は、肝硬変、大脳基底核の変性病変、Kayser Fleischer ringなどを特徴とする遺伝性

疾患であり、銅の異常蓄積を伴う。

b)溶 血性黄疸では、非抱合型ビリルビンが増加する。

c)長 期にわたる輸血の反復や鉄剤の連用で全身に高度の鉄の蓄積をみる病態を二次性ヘモクロマ

トーシスという。

d)von Gierke病 では、 glucose 6 phosphataseが欠損しているため、細胞内に糖原が蓄積する。
1)a, b   2)a, b, d  3) a, c, d  4) c,d  5)す べて正しい

H 細胞内での分解系について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)プ ロテアソームによるタンパク質分解はエネルギーを必要とする。

b)あ る種の神経変性疾患の発症にはユビキチン・プロテアソーム依存性タンパク質分解系の破綻が

関与している。

c)オ ー トファゴソーム内のタンパク質はリソソームと融合することによつて分解される。
d)オ ー トファジーは飢餓などの非常時においてのみ認められる現象である。
1)a, b, c  2)a, b  3)b, c  4)c, d  5)す べて正しい



12 細胞の適応や傷害による形態の変化について 誤つた記・rNの組み合わせはどれか。
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萎縮した組織や細胞は通常元に戻らない。

扁平 L皮 は時に軟骨化生を来たす場合がある。

異形成は悪性腫瘍の発生母地となる。

傷害を受けた細胞では、 しばしば混濁変性や空胞変性、脂肪変性などを見る。
a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて誤 り

細胞傷害の機序について、誤つた記述の組み合わせはどれか。

虚血 ・低酸素によるミトコンドリアでの酸化的リン酸化反応の低下は、解糖系の活性化を招く。

活性酸素による脂質の過酸化は細胞膜傷害を誘導する。
スーパーオキンドディスムターゼは予防的抗酸化物としてスーパーオキンドを過酸化水素へ変換する。

ウイルス感染細胞の細胞死の多くはウイルス遺伝子産物による宿主自殺遺伝子の活性化が原因である。
a, c, a   2 ) a ,  b    3 )  b ,  c    4 )  dの み   5)す べて誤り

細胞死の形態的特徴などについて、誤つた記述の組み合わせはどれか。

いずれの形の細胞死でも、核融解を認める。

脳は蛋自量が少ないため、脳梗塞では凝固壊死の形態はとらない。

ガス壊疸では、組織の鹸化 (石鹸化)を起こすのが特徴である。

アポ トーシスに陥った細胞では通常核は濃縮するが、細胞小器官を含め細胞質は腫大化する.

a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて誤 り

15 アポ トーシスについて、誤つた記述の組み合わせはどれか。

a)Bリ ン酸化により活性化した p53は ミトコンドリアからの Bc1 2を制御してアポ トーシスを誘導する。

b)ミ トコンドリアでのATP産 生能の低下は cylochrome Cの放出を抑制し、アポ トーシスを回避する。

c)mS受 容体への刺激は TNF受容体への刺激と同様の機構で caspase系を活性化する場合と

NFκBを 活性化する場合がある。

d)細 胞傷害性 T細胞 CTDか ら放出されるgranzⅧe Bは caspase依存性あるいは非依存性にアボ

トーシスを誘導する。

1)a, c, d    2 ) a ,  b    3 )  b ,  c    4 )  dの み   5)す べて誤り

16 NK細 胞について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)NK細 胞の表面には、NK細胞に活性化のシグナルを伝達する活性型レセプターと、それに拮抗して

働く抑制型レセプターの 2種類のレセプターが発現している。

b)正 常細胞はMHCクラス Iを代表とする抑制リガンドを十分量発現しているため、NK細胞によって

傷害されない。

c)癌 化や感染により異常化した細胞では、抑制リガン ドの発現低下や活性化リガンドの発現増強により、

NK細胞が活性化され、NK細胞によつて傷害される。

d)癌 細胞の中には、活性化リガンドを自ら切断して、NK細胞からの傷害を免れる機構を有するもの

がある。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)● べ`て正しい

17 獲得免疫について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)抗 原を貪食 消化したマクロファージや樹状細胞は抗原提示細胞となる。

b)抗 原提示細胞は lllCクラスΠ分子上に抗原ペプチ ドを提示する。

c)抗 原ペプチ ドに結合した CD4陽性 T細胞は、キラーT細胞となる。

d)抗 原ペプチ ドに結合した CD4陽性 T細胞によつて活性化されたB細胞は、幼若化し、抗体を産生するよ

うになる。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい



18 T細 胞の分化について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)胸 腺細胞の多くは CD4分子とCD8分子の両方を発現 している。
b)自 己のШCに結合しない受容体を持つ T細 胞は胸腺でアポ トーシスに陥る。
c)自 己抗原を提示したMHCに 強く結合する受容体を持つ T細胞は胸腺でアポ トーシスに陥る。
d)末 IIlで自己免疫反応を抑制する制御性 T細 胞は胸腺で分化する。
1)a, c, d   2)a, b   3) b, c   4) dの み   5),べ て正し,ヽ

19 ヒト免疫不全ウイルス (HIV)に ついて、誤つた記述の組み合わせはどれか。
a)HIVは T細 胞のほかマクロファージにも感染する。
b)HIVが 細胞に感染する際、細胞膜上の CD4分 子とともにCXCR4分子または CCR5分子が必要である。
c)HIVは 感染細胞内で増殖するために様々な宿主分子の働きを利用する。
d)HIVに 感染した細胞は腫瘍化し、悪性リンパ1重となる。
1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて誤 り

20 移植について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)自 家移植では免疫反応は起こらない。
b)他 人から臓器の提供を受ける移植を同種移植という。
c)ド ナー由来の免疫細胞がレンピエントの臓器を攻撃する免疫反応を拒絶反応という。
d)レ ンピエントの免疫細胞が移植された ドナーの臓器を攻撃する免疫反応をGVH反応という。
1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

21 H型 アレルギー機序が病因として関与している自己免疫疾患はどれか。
a)自 己免疫性溶血性貧血

b)血 栓性血小板減少性紫斑病
c)特 発性血小板減少性紫斑病

d)Goodpasture症 候群

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4L dの み  5)す べて正しい

22 再生医療について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)再 生医療に応用される幹細胞には、胚性幹細胞と組織幹細胞がある。

も)胚 性幹細胞はすべての種類の細胞への分化が可能な全能性幹細胞と考′られている。
c)骨 髄移植は組織幹細胞を利用した医療として、自血病などの治療に長い実績がある。

d)組 織幹細胞は環境に応じて幅広い分化能 (可塑性)を 有していることがわかってきた。
1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

23 細胞の老化について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)正 常の体細胞では、細胞分裂の回数によらず、染色体のテロメアの長さは一定に保たれている。
b)テ ロメアは染色体の安定性に関与している.
c)テ ロメラーゼはテロメアが短くなるのを防ぐ酵素である。
d)正 常の体細胞ではテロメラーゼが活性化されている。
1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

24 炎症について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)炎 症局所ではサイ トカインやケモカインなどの化学伝達物質の放出が認められる。

b)慢 性炎症では炎症の持続が長期にわたり、組織のリモデリングを伴うことがある。

c)慢 性炎症では局所の組織球浸潤が主体で、リンパ球浸潤を伴うことは少ない。

d)肉 芽腫性炎症はアミロイ ド沈着を特徴とし、中枢神経系組織に多く見られる。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい



25 急性炎症について、正 t い́記述のIIみ合わせはどれか。

a)化 膿性炎症は細菌感染による急性炎症など、最も多く見いれる型である。

b)急 性炎症では局FFの微小循環の変化に加え、好中球浸潤が認められることが多い。

c)膿 瘍とは、壊死組織や炎症性滲出物の混合物が組織内に貯留した状態をいう。

d)線 維素性炎症はフィブリン沈着を特徴とし 胸膜や心外膜等の体腔を形成する膜組織に多く見られる。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

26 組織の再生や修復について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)創 傷治癒の過程では、毛細血管の新生や線維芽細胞の増殖による肉芽組織の形成が見られる。

b)倉 1傷治癒の過程や結果は、細胞傷害や細胞外基質骨格の破壊の程度に依存する。

c)心 筋細胞は再生能力のある細胞で、壊死後に癖痕組織で置換された後に数年を経て再生する。

d)創 傷治癒の合併症として不完全な療痕形成による拘縮が挙げられる.

1)a, c, d  2)a, b  3)b. c  4)dの み  5)す べて正しい

27 川崎病について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)4歳 以下の乳幼児に好発する。

b)発 熱や眼球結膜の充血、ぃちご舌、皮疹などの特徴的な臨床所見を呈する。

c)し ばしば半月体形成性糸球体腎炎を呈する。

d)死 亡に至ることはない。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

28 抗好中球細胞質抗体 (ANCA)関連疾患として正しいものはどれか。

a)Wegener肉 芽腫症

b)結 節性多発動脈炎

c)顕 微鏡的多発血管炎

a)churg SIrauss症候群

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

29 梗塞後の時間経過と,さ筋の組織変化について、誤つたものはどれか。

a)発 症直後～ 横紋の消失

b)12時 間後～ エオジンに対する染色性の低下

c)24時 間後～ 好中球の浸潤

d)数 日後～  マクロファージの浸潤

1)a, c, d   2)a, b   3) b, c   4) dの み   5)す べて正し,ヽ

30 心筋症について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)肥 大型心筋症の原因として、β―ミオシン重鎖遺伝子の異常が知られている。

b)肥 大型心筋症では、病理組織学的に心筋の錯綜配夕1が認められる.

c)肥 大型心筋症では、心室が拡張を示すことはない。

d)拡 張型心筋症では、心筋壁は非薄化する。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい



31 64歳 女性 胸部異常陰影を指摘され精査の結果、左上葉切除が施行された。切除標本の内眼像、
組織像を示す (病理学問題カラー写真 1)。正しい組み合わせはどれか。
a)肺 原発腺癌である。

b)肺 癌の組織型の中で頻度が最も高い。
C)胸 膜陥入が Xpで 特徴的である。
d)異 所性ホルモン産生を示すことがある。
e)リ ンパ節転移をきたしやすい。
1)a, b  2)b, c  3)c, d  4)d, e  5)す べて正しぃ

32 64歳 男性 労作時呼吸困難を訴え受診した。IIttt x pで下葉の縮小と下肺野主体の異常陰影を指摘
された。呼吸困難が増強、酸素分圧の低下を来たし死亡した。剖検時の肺の割面を示す (病理学
問題カラー写真 2)。 正しい組み合わせはどれか。
a)閉 塞性肺疾患に属する。
b)― 秒率が減少する。

C)下 葉に蜂嵩肺をみとめる。
d)病 理診断は uIPで ある。
e)一 般に予後良好である。

1)a, b  2)b, c  3)c, d  4)d, e  5)す べて正しぃ

33 肺感染症の組織像 (病理学問題カラー写真 3)に 関する説明で、正しい組み合わせはどれか。
a)ふ くろうの眼と呼ばれる細胞質内封入体を認める。
b)免 疫能の低下が背景にある。
c)ウ イルスは血中に認められることがある。
d)抗 生物質が著効する。

e)気 管支肺炎の形をとることが多い。
1)a, b   2)b, c   3) c, d   4) d, e   5)a, e

平 呼吸器疾患について、lEしい記述の組み合わせはどれか。
a)COPDは 慢性気管支炎 肺気腫などを含み予後良好である。
b)IRIISで はサーファクタントの不足が背景にあり経腫分娩に多い。
c)間 質性肺炎では酸素 二酸化炭素の拡散能が低下する。
d)結 核の診断にクォンティフェロン検査が使われ、結果がツ反より早く得られる。
e)APDSは 別名 DOAと 呼ばれ硝子膜の形成をみとめる。
1)a, b  2)b, c  3)c, d  4)d, e  5)す べて正しい

35 アルコール性肝障害について、正しい記述の組み合わせはどれか。
a)ア ルコール性肝障害で巨大ミトコンドリアが見られる。
b)ア ルコール性肝障害の線維化の特徴は傍細胞性線維化である.
c)MaHory bodyは アルコール性肝障害に必ずしも特異的ではない。
d)飲 酒歴のない糖尿病や肥満患者にアルコール性肝障害と同様の肝障害をきたすことが知られ
非アルコール性脂肪性肝炎として注日されている。
e)ア ルコール性肝障害が高度になると肝硬変をきたす。
1)a, b, c  2)b, c  3)c, d  4)a, e  5)す べて正しい



36 自己免疫性肝疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)原 発性Fu汁性月「硬変は抗平滑筋うt体が高率に陽性となる。

b)原 発性胆‖性肝硬変の初期病変は急性化膿性破壊性FI管炎である。

c)硬 化性胆管炎は潰瘍性大腸炎を合併することがある。

d)自 己免疫性肝炎の組織学的特徴は著しい門脈域の拡大と著明な形質細胞浸潤である。

c)自 己免疫性肝炎は抗ミトコンドリア抗体が高率に陽性となる。

1)a, b, c  2)b, c  3)c, d  4)a, c  5)す べて正しい

37 自己免疫性膵炎について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)中 年女性に好発する。

b)原 発性胆汁性肝硬変症を高頻度に合併する。

c)黄 疸をきたすことはめつたにない。

d)ス テロイ ド治療に抵抗性である。

e)IgG4陽 性の形質細胞浸潤を多数認めることがある。

1)a, b, c  2)b, c  3) c, d  4) a, e  5)す べて正しヽヽ

38 膵腫瘍について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)漿 液性嚢胞腫瘍の悪性化はほとんどみられない。

b)Solid pseudopapi]lary tunorは 若年女性に好発 し、膵管癌に比較すると予後良好な膵腫瘍である。

c)膵 管内乳頭粘液性腫瘍は画像検査で発見しやすく、比較的予後のよい腫瘍である。

d)膵 管内乳頭粘液性腫瘍の悪性化はほとんどみられない。

e)機 能性島腫瘍の中ではガストリンを産生するものが最も多い。

1)a, b, c  2)b, c  3)c, d  4)a, e  5)す べて正しい

39 糸球体疾患の臨床症候分類と病理所見で、正しい組み合わせはどれか。

a)ネ フローゼ症候群     ―   模性腎症

b)反 復性/持続性血尿症候群  ―   半月体形成性腎炎

c)慢 性腎炎症候群      ―   I訊 腎症

d)急 速進行性糸球体腎炎症候群 ―   巣状分節性糸球体硬化症

1) a, c, d    2) a, b    3)  b, c    4) a, c    5) a, d

40 1gA腎 症について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)糸 球体への lm優 位の沈着を特徴とする糸球体腎炎である。

b)光 顕所見では、内皮細胞の増殖を特徴とする。

c)電 顕所見では、メサンギウム領域を主体として、部分的には傍メサンギウム領域や内皮下に

高電子密度沈着物を認める。

d)腎 移植後の原疾患の再発率は 20-60%程 度である。

1) a, c, d    2) a, b    3)  b, c    4) a, c    5) a, d

41 尿細管間質性腎炎 (TIN)の記載で、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)急 性尿細管間質性腎炎でt)つとも多いのは薬剤性間質性腎炎である。

b)慢 性の尿細管間質障害の病理学llt所見としては、間質の線維化や尿細管基底膜の肥厚がある。

c)TlNUは 、小児、若年者に多く、視神経炎を伴う特発性の TINである。

d)移 植腎においてもつとも多くみられるウイルス性間質性腎炎の病因ウイルスはサイ トメガロ

ウイルスである.

1)a,c,d   2 ) a , b   3 ) b , c   4 ) a , c   5 ) a , d



42 腎細胞癌について、誤つた記述の組み合わせはどれか。
a)割 面は一般的に黄色で、硬く変性は乏しいことが多い。
b)し ばしば、のう胞形成を認める。

c)淡 明細胞癌 (clear cell carcinoma)が最も多い。
d)リ ンパ節に転移しやすく、リンパ行性転移が多いい。

1) a, c, d    2) a, b    3)  b, c    4) a, c    5) a, d

43 子宮体癌について、誤つた記述の組み合わせはどれか。

a)子 宮体癌の組織型としては扁平上皮癌が最も多い。

b)エ ス トログンの過剰状態は子官体癌の原因のひとつとなる。

c)子 宮内膜症は子官体癌の前病変であるため、診断確定後早期の手術が考慮される。
d)子 宮内膜異型増殖症と子官体癌は全く別の疾患であり、オーバーラップはない。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて誤 り

44 女性生殖器腫瘍について、誤つた記述の組み合わせはどれか。

a)ヒ トパビローマウイルスには、感染により良性の尖圭コンジローマを生じるタイプと、

悪性腫瘍 (外陰癌や子官頸癌)を 生じるタイプがある。

b)子 宮頸部扁平上皮の高度異形成は前癌病変であり、治療の対象となる。

c)卵 巣漿液性腫瘍および粘液性腫瘍は、組織像から良性 ・境界悪性 悪性に区別される。

d)ク ルーケンベルグ腫瘍は、卵巣原発の明細胞腺癌である。

1)a, c, d    2 ) a ,  b    3 )  b ,  c    4 )  dの み   5)す べて誤り

45 精巣腫瘍について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)セ ミノーマの two ceH patternとは、腫瘍細胞と,重瘍間質に多量の組織球を認めることを指す。

b)定 型的セミノーマは精母細胞性セミノーマに比べて高齢者に多い。          _

c)精 巣の悪性リンパ腫は高齢者に比較的多い疾患である。

d)精 巣腫瘍の 1つである絨毛癌は、女性生殖器にも発生し、予後の悪い腫瘍である。

1)a, c, d   2)a, b   3) b, c   4) dの み   5)す べて正しい

46 前立腺疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)前 立腺肥大症は高齢者男性に見られる良性疾患で、時としてPSAの上昇を認めることがある。

b)前 立腺に発生する悪性腫瘍の多ぐは腺癌で、Gleason gradeによる分類が総合的予後判定に役立つ。

c)前 立腺癌の他臓器転移では、骨転移が最も高頻度である。

d)前 立腺癌では内分泌療法が治療法の 1つ として用いられ、除睾術が施行される症例もある。
1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

47 内分泌疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)内 分泌臓器の疾患では、ホルモンの分泌異常による全身症状を伴うことがある。

b)内 分泌臓器に発生する非機能的腺種とは、ホルモン分泌が見られない良性腫瘍のことであり、

ホルモンの分泌異常をきたすことはない。

c)腎 不全に見られる副甲状腺機能克進症は、続発性内分泌疾患の 1つ である。

d)多 発性内分泌腺腫瘍のうち、MEN type lは下垂体腺腫、膵島腫瘍、日1甲状腺腺腫または過形成を

合併する。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい



48 甲状腺疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)腺 腫性甲状腺腫は良性の過形成性疾患で、甲状腺全体に結節が多発することが多い。

b)濾 胞腺腫は甲状腺濾胞上皮に由来する良性月重瘍で、中年の女性に好発づ
~る
。

c)髄 様癌は甲状腺 C細胞に出来するlll瘍で、免疫組織学的にインスリンの証明が診断に重要である。

d)未 分化癌は甲状腺に発生する胚細胞性腫瘍で、化学療法への感受性が高い。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

49 副腎疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)医 原性 Cushing症候群は、ステロイ ドの長期投与により生じ、両側の副腎皮質は萎縮性となる。

b)冨 1腎皮質腺腫によるCushing症候群では、フィードバックにより下垂体 ACTHは抑制される。

c)原 発性アル ドステロン症の原因としては医原性のものが最も多く、手術による副腎摘出が原因となる。

d)副 腎腫瘍の多くは悪性で、腺腫より癌の頻度が高い。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい

50 下垂体疾患について、正しい記述の組み合わせはどれか。

a)下 垂体前葉に生じる腫瘍は大部分が良性の腺腫である。

b)下 垂体後葉の機能低下症には尿崩症が挙げられる。

c)成 長ホルモン産生腫瘍は末端肥大症、巨人症の原因となる。

d)プ ロラクチン産生腫瘍は 20～40歳の女性に多く発見され、平L汁分泌や無月経を主訴とする。

1)a, c, d  2)a, b  3)b, c  4)dの み  5)す べて正しい
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